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１．はじめに 

 コンクリート構造物の耐久性向上には，コンクリート表層の品質を確保・向上することが重要である．施工

により表層品質を向上する手法としては，打ち込んだコンクリートを入念に締め固めることが基本である．筆

者らはこれまでに，スラブ部材を対象とした躯体表層（打上がり面）の品質向上手法として，表面締固めバイ

ブレ－タの有効性を報告している1)．表面締固めバイブレータは，鉛直方向の振動をコンクリート表面に伝え

ることで，表層のコンクリートを緻密化するものである．施工時に，その効果を均一なものとするためには，

振動の伝達範囲を明確にする必要がある．また，振動の伝達によっては，コンクリートの材料分離を誘発し，

ブリーディング水に起因する鉄筋下面の空隙を発生させ，躯体の品質低下を招く可能性がある2)．本報では，

表面締固めバイブレータの振動の伝達範囲を明らかにすること，また，コンクリート表層への振動伝達を原因

とする，鉄筋下面の空隙の有無を確認することを

目的として行った実験の結果を示す． 

２．実験方法 

コンクリートの計画配合を表－1に示す．コンク

リートはレディーミクストコンクリート工場で製

造したもので，水セメント比が 55.0%，目標スラン

プが 8㎝の製品を用いた． 

試験項目は，表面締固めバイブレータ実施時の

加速度測定，テストハンマによる反発度測定およ

び鉄筋下面の空隙の観察とした． 

図－1および図－2に試験体概要を示す．試験体

の形状は，幅 800 ㎜，長さ 2200 ㎜，高さ 800 ㎜の

直方体とした．加速度測定用の試験体-1 は，表面

締固めバイブレータの起振源を基点に，水平方向

と深さ方向の距離をパラメータとして加速度計を

設置した．鉄筋下面の空隙観察用の試験体-2 およ

び試験体-3 は，コンクリート表面から 100 ㎜の位

置に，径の異なる異形棒鋼（D16，D29，D38，D51）

を配置した． 

実験では，コンクリート投入後，φ50 ㎜の内部

振動機で締固めを行い，コンクリート表面を木ご

てで均した．その後，試験体-1 および試験体-2 で

表面締固めバイブレータを実施し，試験体-1 で加

速度を測定した．コンクリート硬化後に，試験体

-2および試験体-3でテストハンマ試験および鉄筋

下面の観察（切断面の観察）を行った． 

表－1 コンクリートの計画配合（27-8-20N） 

Ｗ Ｃ Ｓ Ｇ ＡＤ

55.0 8±2.5 4.5±1.5 44.5 170 310 796 1017 3.875

単位量（kg/m3）Ｗ/Ｃ
（%）

スランプ
（cm）

空気量
（%）

s/a
（%）

 

 

図－1 加速度計測用（試験体-1） 

 

図－2 鉄筋観察用（試験体-2,3） 
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※表面締固めバイブレータ

実施の有無 

試験体-2：有り 

試験体-3：無し 
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３．試験結果および考察 

(1)加速度測定結果 

 各測定箇所の最大加速度の測定結果を図－3に示す．既往の研究 3)によると，締固めに有効な最小の加速度

は 1.5G とされている．図より，ボード中央部の加速度が最も大きく，起振源からの水平距離が長くなるにし

たがって減衰がみられたものの，ボード端部（起振源からの距離が 955 ㎜）でも，深さ 700 ㎜の位置まで締固

めに有効な振動が伝達することが確認された．このことから，本実験の範囲では，一般にコンクリートの 1

層の打込み高さを 50cm とすると，表面締固めバイブレータの実施により，コンクリート表層（最終層）全体

に，締固めに有効な振動が伝わり，コンクリート中の空隙や余剰水が排出され，コンクリートを緻密化するこ

とができると推察される． 

(2)テストハンマ試験結果 

 反発度の測定結果を図－4に示す．起振源からの距離について，ボード中央部と端部で，表面締固めバイブ

レータを実施した箇所の反発度は同程度であった．このことから，起振源からの距離にかかわらず，表面締固

めバイブレータを実施した箇所では，同等な締固め効果が得られることが示唆される． 

(3)鉄筋下面の観察 

 コンクリート硬化後の試験体切断面（鉄筋部）の状況を写真－

1 に示す．すべてのケースにおいて，鉄筋の周囲に空隙は認めら

れなかった．このことから，表面締固めバイブレータの実施が，

鉄筋下面の空隙を誘発し，躯体の品質低下につながる可能性は低

いと考えられる． 

４．まとめ 

本実験の範囲では，表面締固めバイブレータの実施によって，

起振源からの距離にかかわらず，ボード全体にわたり，深さ方向

に 700 ㎜の位置まで締固めに有効な加速度が伝達し，コンクリー

ト表層の品質は均一となることが示唆された．一方，伝達される

振動が，ブリーディング水に起因する鉄筋下面の空隙を誘発し，

躯体の品質低下を招く可能性は低いと推察される． 
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図－3 加速度の測定結果 
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図－4 反発度の測定結果 
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写真－1 鉄筋周辺の状況 
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